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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成24年8月9日(2012.8.9)

【公表番号】特表2012-503867(P2012-503867A)
【公表日】平成24年2月9日(2012.2.9)
【年通号数】公開・登録公報2012-006
【出願番号】特願2011-528186(P2011-528186)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ  33/22    　　　Ａ
   Ｃ０９Ｋ  11/06    ６９０　
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成24年6月25日(2012.6.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　－　基板（１）と、
　－　第１の電極（２）と、
　－　第２の電極（４）と、
　－　前記電極の少なくとも一方と電気伝導性に接続されるように配置されている電子伝
導性層（３）とを有し、
　前記電子伝導性層（３）は、金属中心原子を有する金属錯体と有機化合物との一緒の蒸
着によって得られ、
　前記一緒の蒸着によって、前記有機化合物は前記金属錯体に配位する、
有機エレクトロニクス素子。
【請求項２】
　前記金属錯体は１つより多い金属中心原子を有する、請求項１記載の有機エレクトロニ
クス素子。
【請求項３】
　前記金属中心原子又は複数の金属中心原子は、Ｃｒ、Ｍｏ又はＷから選択される、請求
項１または２記載の有機エレクトロニクス素子。
【請求項４】
　前記有機化合物は、Ｃ－Ｃ結合を介して芳香族と共役しているヘテロ芳香族を有する、
請求項１から３までのいずれか１項記載の有機エレクトロニクス素子。
【請求項５】
　前記有機化合物は、一般式
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【化１】

［式中、
　－　環原子Ａ～Ｆは相互に無関係にＣを表すか又は１つもしくは２つの環原子はＮであ
ることができ、
　－　ｎは２～８であり、この場合、この末端の自由原子価はそれぞれ相互に無関係に、
Ｈ、メチル、フェニル、２－ピリジル、３－ピリジル又は４－ピリジルにより飽和されて
いてもよく、
　－　Ｒ1～Ｒ4は、それぞれ相互に無関係に、Ｈ、メチル、フェニル、２－ピリジル、３
－ピリジル又は４－ピリジルである及び／又はＲ1及びＲ2又はＲ3及びＲ4は、相互にブタ
ジエン又はアザブタジエン単位により結合されていてもよく、ｎ番目の環とｎ＋１番目の
環との間でエチレン単位又はアゾメチン単位により結合されていて、その際、フェナント
レン単位又はアザフェナントレン単位が形成される］を有する、請求項１から４までのい
ずれか１項記載の有機エレクトロニクス素子。
【請求項６】
　前記有機化合物は次のもの：
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【化２】
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【化３】
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【化４】

から選択される、請求項１から５までのいずれか１項記載の有機エレクトロニクス素子。
【請求項７】
　前記有機化合物は次のもの：
【化５】
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【化６】
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【化７】
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【化８】

から選択される、請求項１から６までのいずれか１項記載の有機エレクトロニクス素子。
【請求項８】
　前記有機化合物の少なくとも一部が２つの金属錯体を相互に架橋して、前記金属錯体の
鎖状の構造が形成され、及び／又は、前記有機化合物の少なくとも一部が２つより多くの
金属錯体を相互に架橋して、前記金属錯体の網状の構造が形成される、請求項１から７ま
でのいずれか１項記載の有機エレクトロニクス素子。
【請求項９】
　更に有機発光層（５）を有する有機ＬＥＤ（ＯＬＥＤ）として構成された、請求項１か
ら８までのいずれか１項記載の有機エレクトロニクス素子。
【請求項１０】
　有機エレクトロニクス素子の製造方法において、次の方法工程
Ａ）　基板（１）を準備する工程、
Ｂ）　第１の電極（２）を設ける工程、
Ｃ）　前記基板（１）上に電子伝導性層（３）を析出させる工程、
Ｄ）　第２の電極（４）を設ける工程を有し、
　前記電子伝導性層（３）の析出は金属錯体と有機化合物との同時蒸着により行い、
　前記同時蒸着の際に前記有機化合物を気相中で前記金属錯体に配位させる、
有機エレクトロニクス素子の製造方法。
【請求項１１】
　前記電子伝導性層（３）は、鎖状の構造又は網状の構造として析出される、請求項１０
記載の方法。
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【請求項１２】
　前記電子伝導性層（３）の架橋の程度を、蒸着時の金属錯体と有機化合物との比率によ
り制御する、請求項１１記載の方法。
【請求項１３】
　前記有機化合物を前記蒸着の前に金属錯体と配位させない、請求項１０から１２までの
いずれか１項記載の方法。
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